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ク ル マ を 減 ら し て 、
人と環境にやさしく安心・安全なまちへ。

ゆとりと活気のあるまちへ。

空気がきれいで緑豊かなまちへ。

健康に暮らせるまちへ。

みんなが幸せに暮らせるまちへ。

定例会のご案内
高津区役所４階「市民活動支援ルーム」にて、

原則毎月第２木曜日の夜に開催。

申込不要・参加自由・見学歓迎！

◆詳しくは→ http://sltc.jp/meeting

会員・ボランティア募集！
一緒に会の活動に参加していただける会員、

お手伝いいただける協力会員（ボランティア）、

資金面で支えてくださる賛助会員を募集中です。

◆詳しくは→ http://sltc.jp/support

持続可能な地域交通を考える会 (SLTc)
〒211-0004 神奈川県川崎市中原区新丸子東3-1100-12

かわさき市民活動センター ブース5
[Web] http://sltc.jp/ [E-mail] query＠sltc.jp
[FAX] 020-4664-6084 [TEL] 050-3638-3464（自動応答）
郵便振替口座 00290-2-139934

2013 ©

持続可能な地域交通を考える会とは

未来を見据えた地域社会をつくる

本会は、自動車がもたらす様々な公害や気候変動など

の環境問題を鑑み、クルマに頼らず未来につながる地

域交通手段の利用をすすめる活動を、川崎市を中心に

行っている市民活動団体です。

私たちが住んでいる川崎市は、電車やバスにとても恵

まれており、平坦地では自転車もとても便利ですが、

今は全国各地で公共交通が廃止されている状況です。

しかし、クルマに頼った一見便利な生活は、高齢化が

進み石油が枯渇すると言われる30年後、50年後まで

持続できるでしょうか？ 本会では、交通から未来の

社会生活のあり方を提案・発信してゆきます。

持続可能な地域交通を考える会

地域交通の安心・快適と環境配慮をすすめる政策提案型市民活動

2012年度事業（「自転車タクシー」提案）で開催したシクロポリタン試乗会
川崎駅東口商店街イベント「いいじゃんかわさき」に出展

twitter @sltcjp facebook.com/sltcjp

交通を未来への架け橋に交通を未来への架け橋に

武
蔵
溝
ノ
口

溝
の
口

溝口駅南口

溝口駅

マルイ
ファミリー

高津市民館
ノクティ
プラザ

長崎屋
ドンキホーテ

マルエツ
大
山
街
道

南武沿線道路

高津区役所前

〒
〒南口

南口
北口

東口

西口

文教堂
書店

川崎→

渋谷
・大
井町
→

←立川

←
中
央
林
間

THE
PRIME

東急田園都市線
大井町線JR南武線

高津区役所（高津区総合庁舎）
武蔵溝ノ口駅、溝の口駅 南口より徒歩3分

無料

有料
丸正

灰吹屋



内面A4判 巻き3つ折り

SLTc リーフレット 2013年版 ver 2013.03.05地

天

地域交通の安心・快適と環境配慮をすすめる政策提案型市民活動

twitter @sltcjp facebook.com/sltcjp持続可能な地域交通を考える会

情報提供

や他団体が実施する資料の制作協力など

も行っています。また、ホームページや

twitter (@sltcjp) などでも状況に応じた

様々な情報を提供しています。

調査・支援

地域交通をより良いものにするため、行政などに対して

積極的に提案をしています。また、川崎市でも運行が始

まった「コミュニティバス」や、自転車の走行環境など

に関する現地調査、地域の交通問題の改善のお手伝いな

ども行っています。イベント出展

環境・交通・まちづくりに関するイベントの企画・協力・

出展や、地域や商店街などでのイベントへの出展・協力を

行っており、訪れた皆さんに、人と環境にやさしい地域交

通について考えていただく機会を設けています。

難しく考えがちな

環境・交通問題を

身近なものとして

感じてもらえるよ

ネットワークづくり

例えば「コミュニティバス」や「自転車タクシー」に関

する連絡会を立ち上げたり、環境分野など地域で取り組

む団体が力を合わせてより大きな取り組みに挑戦できる

ようにするなど、同じ意志を持って行動する人々をつな

げる取り組みを行っています。

本会では、よりよい地域環

境をつくるという共通の目

標を持って活動している団

体等とも積極的に連携する

とともに、連携の場づくり

にも取り組んでいます。

これまでの主な活動

…ほか

（2012年12月現在）

SLTcからのご提案です
人と環境にやさしい交通手段を、
もっと積極的に利用しませんか？

・2008年5月より定例会を開催（2007年12月 準備会立ちあげ）

・かわさき市民公益活動助成金事業（2009、2011、2012年度）

・「MAKE the RULE 川崎」（現「かわさき気候変動円卓会議」）共同立ちあげ

・「川崎市コミュニティバス連絡会」共同立ちあげ

・「（仮称）自転車タクシー連絡会」共同立ちあげ

・「世界道路交通犠牲者の日」（国際連合制定）リーフレット共同制作

・川崎まちなか油田コンソーシアム（環境省 地域活動支援・連携促進補助事業）共同事業

・川崎市「第1回 スマートライフスタイル大賞」優秀賞（共同受賞）

う、手に取って気軽に読める冊子等の

資料を制作・配布したり、講師の派遣

「地域交通出前講座」シリーズ

「ネイチャーフェスティバル」出展の様子
「倒れにくい自転車」実車展示会
＠かわさきボランティア・市民活動フェア

「MAKE the RULE 川崎」合同勉強会

小平市コミュニティ
バス視察・意見交換会

川崎市「歩行者・自転車の安全な
通行環境の社会実験」視察

自動車から
32.6%

出典：JCCCA

▲
東日本大震災の発生後に緊急
対応として行った情報発信例
（自転車利用増に伴う広報、東北
地方へ訪れる方向け交通情報）


